
2022年４月27日 

各 位  

三井住友信託銀行株式会社 

 

 

『スタートアップサーベイ2022』の実施について 
 

 

三井住友信託銀行株式会社（取締役社長：大山 一也、以下「当社」）は、国内スタートアップ企業に

おける 「事業戦略」「資金調達・資本政策」「人材戦略」「ガバナンス」等に関する対応状況の実態調査

『スタートアップサーベイ2022』（以下「本サーベイ」）を実施し、結果をまとめましたのでお知らせします。 

 

本サーベイは2022年１月より実施し、IPOを志向する国内スタートアップ企業を中心とした508社からの

回答をもとに調査・分析した、スタートアップ企業に関する国内最大級のサーベイです。 

 

本サーベイを通じて明らかになった成長ステージごとのスタートアップ企業の様々な課題に対するソリ

ューションを当社が創出していくことで、各社の企業価値向上への貢献、並びに日本社会におけるオー

プンイノベーションの促進と日本のスタートアップ・エコシステムの発展に寄与していきます。 

 

また、当社は、日本の上場企業のコーポレートガバナンス対応状況を俯瞰的に確認することを目的と

して「ガバナンスサーベイ®」を2017年より毎年実施しております。 

今回、参加企業に対する分析結果のフィードバックにおいては「ガバナンスサーベイ®」の資料も用い

て解説を行います。本サーベイを通じてスタートアップ企業が「シード期」から「上場企業」に成長を遂げ

る過程での取り組み状況の可視化を目指します。 

 

継続的に本サーベイを実施・結果還元していくことで、参加いただいたスタートアップ企業の成長戦

略や経営課題等を振り返る際の検討材料をご提供していきます。 

 

 

 【『スタートアップサーベイ2022』の特徴】  

◼ 国内最大級のスタートアップ企業に関する網羅的な調査  

「事業戦略」「資金調達・資本政策」「人材戦略」「ガバナンス」等の取り組みに関する最大55項目の

設問に対し、500社を超える国内スタートアップ企業が回答 

 

◼ 学識者による監修 

「経営戦略」「組織論・イノベーション」「ファイナンス」「リーガル」等に強みを持つ複数の学識者によ

る監修を得て実施 

 

◼ 上場企業のガバナンスに関連する取り組み状況を解説 

ガバナンスに関連する取り組み状況については、当社が上場会社向けに実施している「ガバナン

スサーベイ®2021」の一部資料を用いて参加企業への解説を実施 

 

◼ 人材採用の取り組みについて、一部の回答企業へ個別インタビューを実施 

スタートアップ企業において特に課題感のある「人材採用」については、回答企業への個別インタ

ビューを実施し、スタートアップ企業の取り組み内容を紹介 

 

 

 



【スタートアップサーベイ2022の調査結果（抜粋）】 

 

■ スタートアップ企業が目下悩んでいる経営課題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 スタートアップにおける目下の経営課題としては、「人材採用」「販路拡大」「資金調達」「プロダ

クト・サービス開発」の順に多く見受けられた 

 

 

■ 今後調達を希望するエクイティ資金調達元と調達実績のある資金調達元 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今後調達を希望するエクイティ資金調達元は「事業会社」が一番多く見受けられた 

 機関投資家（国内）や海外投資家は、ともに実績と希望との乖離が大きかった 



■ 大企業、上場企業との協業・提携に期待する事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 最も期待されている事項は「販売提携」であり、事業会社とのビジネスマッチングに関する高い

ニーズが見受けられた 

 次点以降「資金支援」「共同開発」「人材支援」の順で期待する企業が多かった 

 

 

■ その他設問項目（一部抜粋） 

 事業ピボット（事業転換）の有無、及びピボット「有」の場合、その理由 

 創業者・経営メンバーの議決権比率（潜在込） 

 海外投資家へアクセスするために、取り組んでいること 

 株式調達の際に重視すること（株価・株主の権利・投資家選定・希薄化等） 

 借入調達の際に重視すること（金利条件・担保条件・資本と借入のバランス・借入先選定等） 

 経営層のリテンション策（つなぎ止め策）として取り組んでいること 

 ストックオプションの付与対象と初回交付時期 

 獲得に苦労している人材（CxO、専門人材など） 

 取締役メンバーの多様性（ダイバーシティ）の状況 

 取締役メンバーにおける社外取締役比率 

 役員報酬の制度設計において特に重視していること 

 株主・投資家との「建設的な対話」を行うために特に重要だと考えるテーマ 

 ベンチャーキャピタルから受けている支援内容と期待する支援内容 

 金融機関から受けている支援内容と期待する支援内容 

 大企業、上場企業との協業・提携で課題となっていること 

 上場関係人（証券会社・監査法人・株主名簿管理人）の設置状況  等 

 

 

 



【調査概要】  

◼ スタートアップ企業向けサーベイ  

 調査期間 ：2022年１月31日（金） ～ 2022年３月14日（月）  

 調査目的 ：スタートアップ企業に関する情報を「ベンチマーク化」して継続的に提供(還元)す

ることで、各企業が成長戦略や経営課題等を振り返る際の検討材料を提供 

 設問数 ：最大55問（回答内容により変動） 

 参加企業数 ：508社（有効回答社数）  

 参加企業属性 

 

≪売上高別構成比≫ 

売上高 企業数 構成比 

50億円以上 31社 6.1% 

10億円以上50億円未満 139社 27.4% 

1億円以上10億円未満 201社 39.6% 

1億円未満 137社 27.0% 

合計 508社 100.0% 

 

≪IPO予定年別構成比≫ 

IPO予定年 企業数 構成比 

2022年 39社 7.7% 

2023年 104社 20.5% 

2024年 118社 23.2% 

2025年 101社 19.9% 

2026年以降 69社 13.6% 

その他 77社 15.2% 

合計 508社 100.0% 

 

≪回答者役職別構成比≫ 

回答者役職 企業数 構成比 

代表者 136社 26.8% 

経営層 209社 41.1% 

管理職 125社 24.6% 

従業員 34社 6.7% 

その他・不明 4社 0.8% 

合計 508社 100.0% 

 

 

【本サーベイについてのお問い合わせ先】 

◼ 三井住友信託銀行株式会社 イノベーション企業推進部 ℡ 03-6256-5372 

 

 

以上 


